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研究代表者 : 公共革策学部 (研究科) 教授 青山公三
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研究担当者 : 京都府立大学 生命環境科学研究科 教野 田中和博､教授 松原斎樹
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京都府立大学 公共政策学研究科 教授 小沢修司､教授 築山 JI崇､准教授 rl勝健志
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外部分担者 : 京都府文化環境部地球温暖化対策課 .課長 奥谷三穂､副課長 松田克也
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研究協力者 : 京都大学大学院 教授 植田和弘
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総合地球環境学研究所 阿部健一
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研究活動の成果】【
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主な連携機関 (所在市町村､機関 (部署)名)
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京都府文化環境部地球温暖化対策課
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【研究活動の要約】

bra

bra

研究活動は下記のような内容で進められたo 
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① 研究チーム会議 4回開催 
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② モデルフォレス ト現地調査 (福知山市大江町毛原､南丹市美山町宮脇､亀岡市宮前町神前の調査) 
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③ 森林環境税や水資源税に関する文献調査､及び愛媛県西条市における事例調査 
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④ 米国における都市と森林地域との連携による自然保全に関する海外調査 (NY州､NJ州) 
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⑤ 京都環境文化学術フォーラムの開催協力と第 3セッションの企画､運営､報告
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本研究チームの最も重要な活動目標は､京都府立大学及び京都府と京都大学､総合地球環境学研究所と
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の協働で実施 した .｢京都環境文化学術フォーラム｣において研究成果を報告することであったo京都府
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立大学はフォーラムの第 3セッションの企画､運営､報告な■どを分担し､本研究成果の一部を報告した○
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第 3セッションのテーマは『 hU ndR lC ni mK 』-都市とCoo na
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農山村の協力システムの構築:モデルフォレス ト運動から京文化を生かした住まい方まで-とし､特に

-57

京都府が全国に先駆けてのモデルフォレス ト運動に関連しての研究報告を中心に行ったO

またモデルフォレス トに関係する研究として､フォーラムでの報告は行わなかったが､地域環境税につ

いての研究や､米国での自然保護のための開発権の移転などの研究も行った○
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【研究成果の還元】

平成 22年 2月 13日e)-京都環境文化学術フォーラム セッションⅢにおいて京都府立大学の地域

環境チームのメンバーが下記の議論を展開したo参加者約 100名 於:京都国際会館
<セッションⅢ> 1

コーディネーター :青山公三 京都府立大学 公共政策学部教授

テーマ :Coo hU ndR lCmm up na mK
-都市と農山村の協力システムの構築 :モデルフォレス ト運動から京文化を
生かした住まい方まで-

キーノー トスピーチ :′J､滞 普照 元林野庁長官

｢モデルフォレス ト:モデルフォレス ト運動の状況と未来｣
討論 :田中 和博 京都府立大学 生命環境科学研究科 教授

｢京都におけるモデルフォレス ト運動の課題と展望｣
討論 :松原 斎樹 京都府立大学 生命環境科学研究科 教授

｢自然を五感で感じる昔ながらの暮らし方の現代的意義｣

フォーラム セッションⅢの報告議事録､報告スライ ド等については下記問合せ先にて閲覧可能

【お問い合わせ先】 公共改廃学部 都市及び地域衆境政策研究室 教授 :青山 公三
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